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はじめに

毎年、海では、プレジャーボートなどの船舶事故のほ
か、遊泳中・釣り中の事故により、毎年多くの命が失わ
れています。
海上保安庁では、これらの事故を減少させるため、海

での事故防止を呼びかけています。
このテキストは、マリンレジャーを楽しむ方々が、海

で安全に楽しむために、事故の発生状況や海での注意事
項などを、⼦供から⼤⼈まで理解しやすいように編集し
たものです。

命を守り、安全で楽しいマリンレジャーのために、ぜ
ひともご活用ください。
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１ マリンレジャー事故の発生状況

○ 過去１０年のマリンレジャー事故発生状況

「マリンレジャーに伴う事故」とは、釣り・遊泳・サーフィン等の海における余暇活
動に伴って発生する事故です。
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遊泳中 331 302 319 319 266 299 284 276 301 329

釣り中 274 332 303 269 240 278 292 273 258 289

磯遊び中 102 52 47 58 54 59 73 67 66 60

サーフィン中 81 78 84 53 59 71 44 51 74 62

その他 133 148 169 147 140 135 164 136 111 160
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H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

死者・行方不明者 326 302 296 312 234 272 280 255 267 285

マリンレジャーに伴う事故者数の推移



10代未満、10歳代の事故が
全体の3分の1以上を占める

Point

海水誤飲などによる「溺水」と
「帰還不能」が多くを占める

Point

遊泳可能な海水浴場以外における
事故者が多くを占める

Point

※その他：海水浴場又は遊泳禁止海域以外の海域における
遊泳、シーズン外の海水浴場内における遊泳等

○ 遊泳中における事故発生状況



防波堤などからの「海中転落」と
「帰還不能」が多くを占める

Point

⾮着用時の死者・⾏方不明者数は
着用時と比べ約4.4倍

Point

○ 釣り中における事故発生状況

単独で⾏動していた者の死亡率は、
複数で⾏動していた者と比べ約2倍

Point



○ マリンレジャー事故事例（1/2）

●事故事例１【⼦供から目を離さないで】

平成２７年６⽉、千葉県千葉市の海浜において、⾙取りをし
ていた男⼥３名が引き波に飲まれ溺れ、２名は付近に居合わせ
た男性と消防により救助され、１名は⾏方不明になりました。
同⼈は後⽇、付近海岸にて発⾒されました。
（事故者３名（２名死亡））

平成２８年８⽉、宮城県七ヶ浜町菖蒲田浜の閉鎖中の海水
浴場において、遊泳中だった３名が沖に流され、２名は砂浜
まで自⼒で泳ぎ帰還しましたが、残り１名は⾏方不明になり
ました。同⼈は後⽇付近海岸にて発⾒されました。
（事故者１名（死亡））

捜索状況

●事故事例３【閉鎖中の海水浴場での遊泳】

●事故事例２【離岸流】

平成２６年５⽉、新潟県上越市の海浜において、家族等８名
のうち⼦供３名が波打ち際で遊んでいたところ、高い波を受け
沖に流され、その状況を⾒ていた父親が自ら救助に向かったも
のの同⼈も沖合に流されました。
さらに、付近で釣りをしていた男性１名もこの状況に気付き

救助に向かいましたが同様に流されました。
（事故者５名（全員死亡））



○ マリンレジャー事故事例（2/2）

●事故事例４【⽴⼊禁止区域での釣り】
平成２８年12⽉、秋田県秋田市秋田港において、⽴⼊禁

止柵を越えて防波堤に進⼊し、２名が釣り中のところ、ライ
フジャケット未着用の１名が誤って海中
転落し、⾏方不明になりました。同⼈は
同⽇付近海域にて発⾒されました。
（事故者１名（死亡））

防波堤⽴⼊禁止柵

●事故事例５【指定海水浴場以外での遊泳】
平成２９年３⽉、沖縄県⽯垣市真栄⾥の海浜において、市内の

小学6年生の男児４⼈が遊泳中、１⼈が沖へ流されました。同⼈
は仰向けの体制を取り、⼒を抜いた状態で救助を待ち、ライフ
セーバーにより救助されました。（事故者１名（救助））

命を救う自己救助方法「ういてまて」
沖に流された場合、溺れた場合など水難事故への対処法

合⾔葉は「ういてまて」

Point
１．手足を⼤の字に広げる。
２．靴ははいたまま。軽い靴は浮き具代わりに。
３．⼤きく息を吸い、空気を肺にためる。

あごを上げて上を⾒ると呼吸しやすい。
４．手は水面より下に。

ペットボトルなど浮くものがあれば胸に抱える。

「ういてまて」とは(一社)水難学会が提唱する救助方法です。
過去には、遊泳中⾏方不明となった男性が、約19時間後

40km離れた場所で救助された事例もあります。



２ 海の安全情報

○ 波の高さは一定ではありません

○ 海の安全情報で提供している情報

現在地や地図上の中心
を緯度・経度で表示し
ます。

各 情 報 の ア イ コ ン を
タップすると情報の件
名等が表示され、さら
にタップすると詳細な

情報が表示されます。

海域の図形をタップす
ると船舶事故が多発す
る海域などの情報が確
認できます。

気象現況のアイコンを
タップすると「風向、
風速等」の数値等が確
認できます。

スマートフォン用サイトの表示

※イメージ図です

気象現況 気象警報・注意報等 広域緊急情報 海難の情報 カメラの映像

パソコン用サイト
http://www.kaiho.mlit.go.jp/
info/mics/

スマートフォン用サイト

http://www6.kaiho.mlit.go.jp/
sp/index.html

携帯電話用サイト
http://www6.kaiho.mlit.go.jp/
m/index.html

海域情報

船舶事故防止に係る
安全啓発情報等の表示

全国的に共通する情報

海上保安部等が提供する
情報（地域情報）

緊急情報

緊急情報のアイコンを
タップすると航行船舶に
影 響 の あ る 緊 急 情 報
が確認できます。

気象警報・注意報等

気象警報・注意報等を
タップすると気象庁が発
表する気象警報・注意報
等 を 確 認 で き ま す 。

緊急情報配信サービス

24時間体制で海上保安庁が発表する緊急情報や気象庁
発表の気象警報・注意報等を電子メールで配信します。

新規登録用ページ
http://
www7.kaiho.mlit.go.jp/
micsmail/reg/touroku.html

冬の海を安全に運航するために！
「Winter Report 2016」刊行しました！

出港前点検をしっかり行いましょう！

海の安全情報
JAPAN COAST GUARD

北緯３５度２６分０５．２３２秒
東経１３９度５０分０７．７３９秒

背景図：地理院地図

現在地

現在地、中心座標

気象現況

海上保安庁では、海難を防止することを目的として、プレ
ジャーボート、漁船等の操縦者や磯釣り、マリンレジャー愛好
者に対して、全国各地の灯台などで観測した気象・海象の現
況、海上工事の状況など「海の安全情報」を提供しています。
「海の安全情報」は、インターネットを通じて利用すること

ができます。特に、スマートフォン用サイトでは、ＧＰＳによ
る位置情報により、現在地周辺の気象・海象の現況、海上安全
情報などを地図画⾯上で容易に確認することができます。

http://www.kaiho.mlit.go.jp/info/mics/
http://www6.kaiho.mlit.go.jp/
http://www6.kaiho.mlit.go.jp/m/index.html
http://www7.kaiho.mlit.go.jp/micsmail/reg/touroku.html
http://www6.kaiho.mlit.go.jp/sp/index.html


３ 海での危険要因

○ 波の高さは一定ではありません

○ 海岸は危険がいっぱい

波の高さは一定ではありません。波の高さが2mに⾒え
ても、100波に1回は約1.5倍(3m)、1,000波に1回は
約2倍(4m)の波が発生します。
高波発生の確率は低いと思われがちですが、この高い

波も事故の一因になっています。お出掛けの際は、空模
様だけではなく、気象・海象も判断材料にしましょう。

・海中の⾒えない深みに注意して下さい。
・波打ち際のすぐそばでも急に深くなっているかもしれ
ません。

・風に流されないように注意して下さい。
・浮き輪やゴムボートは予想以上に風によって流されます。
・道流提や消波ブロックなどの周辺では注意して下さい。



○ 離岸流にご注意ください

離岸流とは･･･ 波やうねりは沖から海岸へ打ち寄せ
ますが、打ち寄せられた海水は、必ず流れやすい場所から沖
へ戻ろうとします。この時に沖へ向かって発生する強い流れ
を「離岸流」と呼びます。離岸流が発生していると、気が付
かないうちに沖まで流されてしまい⼤変危険です。

横から見た図

上から見た図
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海岸と
平⾏に泳ぐ

海岸と
平⾏に泳ぐ

離岸流からの脱出方法
１．まずは、落ち着く。（あわてない）
２．陸に向かって泳がない。
３．海岸と平⾏に泳いで脱出する。
４．脱出できたら、海岸に向かって泳ぐ。

※風が強い場合などは、無理に泳がず浮いて救助を待つ



○ 戻り流れにご注意ください

戻り流れとは･･･ 急深の海岸において、打ち寄
せる波が陸上に遡上し、その海水が海に戻ろうとする時に発
生する強い流れです。特に、カスプと呼ばれる凹凸地形で
は、陸上に遡上した海水が、高くなっている凸部から、低く
なっている凹部に集中し、一気に海へ流れ込むことから、強
烈な流れになると⾔われています。

戻り流れに巻き込まれないために
１．波が高い時は海に近づかない。
２．釣りや磯遊びの際には、救命胴衣を着用する

横から見た図

上から見た図



○ 海にはさまざまな生物がいます

危険な海洋生物
１ 海の危険な生物の分類
主な危険な海洋生物は次の６つです。
【刺胞動物（腔腸動物】クラゲ、イソギンチャク、珊瑚類
【軟体動物】アンボイナ等イモガイ類、ヒョウモンダコ
【魚類】サメ、オニオコゼ、ゴンズイ、ウツボ類、ミノカサゴ類
【棘皮動物】オニヒトデ、ガンガゼ、ラッパウニ
【環形動物】ウミケムシ
【爬虫類】ウミヘビ類

２ 代表的な生物
アカクラゲ
＜分布と特徴＞

沖縄から北海道まで全域に⾒られ、春から夏にかけて沿岸
部に漂着する。約10ｃｍくらいの傘に16本の褐色の放射模
様があり、普通40本の触手を持ち、そのうち4本は特に⻑い。

＜症状＞
すべての触手に刺胞があり毒性は強い。刺されると激しい

痛みと炎症を起こす。

【参考】基本的な対処方法
○ 冷やす

クラゲなどの刺胞動物に刺された場合は、刺胞（触手）を
取り除いてから痛みがなくなるまで、受傷部位を氷のうなど
で冷やし続ける。

○ 毒を取り除く
ヒョウモンダコのような毒を持つ危険生物に咬まれた場合

は、一刻も早く毒を取り除く事が必要です。

アカクラゲ

ヒョウモンダコ



４ 海での注意事項

○情報を確認し事前準備を⾏う
天気予報や波浪についての注意報などを確認しましたか。
海浜事故発生の可能性が高い場所かもしれません。
救命胴衣や浮き輪など準備していますか。
海に⼊る前に準備運動をしましたか。

○強風、波の高いときは遊泳しない
白波がたっていませんか。
沖の船が⼤きく揺れていませんか。
波消しブロックでしぶきが上がっていませんか。

○遊泳禁止区域では泳がない
遊泳禁止の看板がたっていませんか。
監視員が配置されていますか。

○保護者は⼦供から目を離さない
⼦供だけの遊泳は危険です。
小さな波でも⼦供は足をすくわれます。
⼦供は危険が近付いていることが分かりません。
海の様⼦も注意して。突然、⼤波があることともあります。

○良く体調を考えて
お酒を飲んだら海に⼊らないこと。
疲労や睡眠不足で泳がないこと。
準備運動をシッカリ⾏うこと。



６ ⼤切な命、自分で守る

７ もしも海でおぼれたら
○落ち着いて
あわてず落ち着いて、浮くものやつかめるものを探して
みよう。

○浮いて待つ
ムリに泳がず「浮いて」助けを待とう。

○脱がないで
衣服や靴は浮くから脱がないで。

５ おぼれた主な原因
○⼦供だけで⼤⼈の目のとどかないところで泳いだ
○沖に流されて戻れなくなった
○急な深みにはまった
○突然、高い波がきた
○天気が悪いのにムリして泳いだ
○準備運動をしなかった
○飲酒をした後に泳いだ

○ 自己救命策の確保「３つの基本」
「救命胴衣の着用」 水に浮く。
「連絡手段の確保」 防水パックと携帯電話を持つ。
「海でもし事故があったら118番」救助を要請する。

さらに、
携帯電話のGPSはON！



８ もしも海でおぼれている⼈をみつけたら
○周囲の⼈に知らせる、救助を要請する

海上保安庁 １１８番
警察署 １１０番
消防署 １１９番

○浮くもの（救命用具）を⾒つけて投げる
ペットボトルやクーラーボックスを投げ⼊れる。

○救助する場合、まずは自分の安全確保
ひとりで救助に⾏かない。
安全な場所から助けることを考えて。

○陸上からの救助
棒や板切れ、ロープを使うこと。

最後に
海は危険がいっぱいです。

遊泳中の事故では、10代未満、10歳代の事故が全体の全
体の3分の1以上を占めます。
ひとりで出かけたり波が高いときに海で遊んだりしないよ
うにしましょう。

保護者の方々へ
毎年全国で、海浜事故により、多くの⼦
供たちが、海で溺れて亡くなっていま
す。⼦供たちから絶対に目を離さないで
ください。

「海で安全に楽しむために」を良く読んで、楽しい思い出
を自宅まで持って帰ってください。

編集 海上保安庁 海の安全推進本部
0３-３５９１-６３６１(代表）


